
 

 
 

第９５号 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
５
年
の
新
春
を
会
員
皆
様
と
と
も
に
迎
え
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

森
商
工
会
議
所
の
各
種
事
業
や
業
務
各
般
に
わ
た
り
、
深

い
ご
理
解
の
下
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
、
当
会
議
所
の
役
職
員
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
衷
心

よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
元
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
か
ら
丸
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
様
々
な
変
異
株
の
発

生
に
加
え
、
市
中
で
は
感
染
の
拡
大
・
縮
小
を
繰
り
返
し
、
コ
ロ

ナ
禍
終
息
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
下
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
昨
年
令
和
４
年
２
月
10
日
、
一
年
遅
れ
な
が
ら
森
商
工

会
議
所
創
立
70
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
こ
と

を
、
こ
こ
に
、
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
に
発
生
し
た
ロ
シ

ア
の
一
方
的
現
状
変
更
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
悪
化

す
る
現
地
の
人
道
問
題
や
、
国
際
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
、
問
わ
れ
る
国
際
秩
序
の
あ
り
方
な
ど
、
平
和
へ
の
祈
り
も

空
し
く
、
今
な
お
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
攻
撃
が
継
続
し
て
お
り
ま

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端
を
発
し
、
資
源
、
資
材
、
飼
料
、

肥
料
や
食
料
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
に
及
ぶ
価
格
高
騰

は
、
我
が
国
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
な
る
円

安
に
よ
り
、
地
方
経
済
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
広
が
る
一
方
で
あ
り

ま
す
。 

ま
た
、
世
界
的
に
見
て
も
治
安 

森
商
工
会
議
所
だ
よ
り 

発行者 

森商工会議所 

会頭 伊藤新吉 

電話 2-2432 

年 

頭 
の 

ご 

挨 

拶 
 

森

商

工

会

議

所 

 

会
頭 
伊

藤

新

吉 

 

肥
料
や
食
料
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
に
及
ぶ
価
格
高

騰
は
、
我
が
国
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
な

る
円
安
に
よ
り
、
地
方
経
済
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
広
が
る
一

方
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
世
界
的
に
見
て
も
治
安
が
良
い
と
さ
れ
る
日
本

国
に
お
い
て
、
７
月
８
日
、
参
院
選
の
街
頭
演
説
中
で
あ
っ

た
安
倍
晋
三
元
首
相
が
銃
撃
さ
れ
た
事
件
は
、
国
内
外
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
多
く
の
聴
衆
の
前
で
白

昼
、
要
人
が
狙
わ
れ
、
民
主
主
義
の
根
幹
が
揺
ら
い
だ
と

報
道
、
私
た
ち
の
安
全
・
安
心
で
平
穏
な
暮
ら
し
を
脅
か

す
出
来
事
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。 

悲
し
い
事
件
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
イ
チ
ロ
ー

氏
の
マ
リ
ナ
ー
ズ
殿
堂
入
り
や
、
近
代
メ
ジ
ャ
ー
史
上
初
の

ダ
ブ
ル
規
定
達
成
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
大
谷
翔

平
選
手
、
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
カ
タ
ー
ル
大
会
で
の
日
本

代
表
の
活
躍
は
、
私
達
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
政
策
が
打
ち
出
さ

れ
、
３
年
ぶ
り
に
行
動
制
限
の
な
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

や
夏
休
み
、
そ
し
て
年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
た
。
各
種
対

策
を
講
じ
る
中
で
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
行
動
制
限
な
し
に
感
染
拡
大
を
防
げ

る
の
か
不
安
が
残
り
ま
す
。
引
き
続
き
人
命
尊
重
を
最
優

先
と
し
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。 

当
商
工
会
議
所
に
お
い
て
も
、
森
町
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に

よ
り
、
特
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
規
模
店
を

応
援
す
る
「
も
り
ま
ち
応
援
券Ⅲ

」
事
業
の
実
施
、
ま
た
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
地
域
経
済
の
早
期
回
復
に
向

け
た
１
０
０
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「飲
食
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

を
販
売
す
る
な
ど
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
背
景
に

厳
し
い
状
況
下
で
頑
張
り
続
け
る
町
内
飲
食
業
に
エ
ー
ル

を
送
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

本
年
は
、
深
刻
化
す
る
雇
用
問
題
、
特
に
人
手
不
足
に

よ
る
会
員
事
業
所
の
諸
課
題
解
決
に
向
け
、
「
無
料
職
業

紹
介
事
業
」
を
何
と
し
て
も
始
動
さ
せ
、
地
域
経
済
活
性

化
の
一
翼
を
担
い
た
い
。 

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見 

―１― 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
地
域
経
済
の
早
期
回
復
に
向
け

た
１
０
０
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
飲
食
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を

販
売
す
る
な
ど
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
厳

し
い
状
況
下
で
頑
張
り
続
け
る
町
内
飲
食
業
に
エ
ー
ル
を

送
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

本
年
は
、
深
刻
化
す
る
雇
用
問
題
、
特
に
人
手
不
足
に

よ
る
会
員
事
業
所
の
諸
課
題
解
決
に
向
け
、
「
無
料
職
業

紹
介
事
業
」
を
何
と
し
て
も
始
動
さ
せ
、
地
域
経
済
活
性

化
の
一
翼
を
担
い
た
い
。 

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
・
誘
客
戦
略

と
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
森
町
の
風
光
明
媚
な

自
然
環
境
を
活
か
し
た
、
オ
ニ
ウ
シ
公
園
内
へ
の
野
外
ス
テ

ー
ジ
設
置
と
い
う
会
員
企
業
等
の
提
案
を
尊
重
。
森
町
「道

の
駅
」
の
環
境
整
備
へ
向
け
て
、
当
会
議
所
の
知
恵
と
勇
気

を
結
集
せ
し
め
、
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
街
づ
く
り
と

共
に
地
域
経
済
活
性
化
を
図
り
た
い
。 

昨
年
11
月
、
当
商
工
会
議
所
で
は
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
・
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
新
体
制
が
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
会
頭
の
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
重
責
を

切
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
森
商
工
会
議
所
体
制
強
化
へ
向

け
、
今
期
よ
り
副
会
頭
を
３
名
に
増
員
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
一
致
団
結
し
、
地
域
経
済
発
展
の
た
め
地
域
貢
献
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

森
町
が
、
持
続
発
展
可
能
な
街
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
産
・
官
・
学
・
金
・
民
の
連
携
を
森
町
に
も
働
き
か
け
、

経
済
の
活
力
を
第
一
義
と
し
た
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
と
な
る
よ
う
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

や
建
設
プ
レ
ミ
ア
ム
券
の
事
業
を
森
町
へ
も
提
案
し
、
会
員

様
に
必
要
と
さ
れ
る
会
議
所
運
営
に
役
職
員
一
同
、
誠
心

誠
意
の
努
力
を
傾
注
い
た
す
覚
悟
を
述
べ
、
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。 
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日
本
商
工
会
議
所 

創
出
と
付
加
価
値
向
上
を
通
じ
た
成
長
を
支
援
、
大
企

業
と
中
小
企
業
が
共
存
共
栄
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

（企
業
の
挑
戦
を
支
え
る
環
境
整
備
を
） 

一
方
、
政
府
の
重
要
な
役
割
は
、
企
業
の
挑
戦
を
支
え

る
た
め
の
環
境
整
備
に
あ
り
ま
す
。
特
に
「
民
間
投
資
の

強
力
な
推
進
」
「
持
続
的
に
賃
上
げ
で
き
る
環
境
整
備
」

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
と
経
済
安
全
保
障
」
「
多

様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
国
づ
く
り
」
の
四
つ
の
対
応
を

政
府
に
は
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
源
を
持
た
な
い
わ

が
国
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
競
争
力
の
あ
る

「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
と
し
て
の
地
位
の
確
立
を
目
指

し
、
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
新
た
な
産
業
分
野
へ
投
資

を
強
力
に
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
政
府
は
、
新
し
い
資
本
主
義
の
重
点
投
資
４
分

野
に
お
け
る
官
民
の
適
切
な
役
割
分
担
、
リ
ス
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
を
図
り
、
企
業
の
成
長
期
待
を
高
め
る
と
と
も

に
、
十
分
な
規
模
の
政
府
支
出
、
税
制
、
民
間
投
資
を
促

す
大
胆
な
規
制
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
安
定
供
給
の
確
保
と
と
も

に
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、

Ｇ
Ｘ
の
活
用
や
原
子
力
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
政
府

が
前
面
に
立
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
中
小
企
業
が
賃
上
げ
で
き
る
環
境
整
備
に
向
け

て
、
取
引
価
格
の
適
正
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
等
、
生

産
性
向
上
へ
の
支
援
強
化
が
必
要
で
す
。
生
産
拠
点
の
国

内
回
帰
を
含
め
、
多
様
化
す
る
供
給
網
の
整
備
も
急
務

で
あ
り
、
企
業
の
予
見
性
を
高
め
、
自
由
な
経
済
活
動
を

阻
害
し
な
い
経
済
安
全
保
障
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る

と 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

２
０
２
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。 

（
は
じ
め
に
） 

私
は
、
昨
年
11
月
の
会
頭
就
任
時
に
「
日
本
再
生
・
変

革
に
挑
む
」
と
し
た
所
信
を
表
明
し
、
「
変
革
の
連
鎖
」
に

よ
っ
て
日
本
再
生
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
全
身
全
霊
を
傾

け
る
こ
と
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
誓
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
や
都
内

の
中
小
企
業
経
営
者
と
対
話
す
る
機
会
を
得
て
、
「
現
場

主
義
」
と
「
双
方
向
主
義
」
を
継
承
・
徹
底
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ

れ
商
工
会
議
所
は
、
今
年
も
一
丸
と
な
っ
て
事
業
者
の
皆

さ
ま
の
声
を
適
切
に
政
策
提
言
や
事
業
活
動
に
生
か
し
つ

つ
、
地
域
経
済
、
日
本
経
済
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
当
事
者
意
識
を
持
ち
自
己
変
革
を
） 

さ
て
、
わ
が
国
は
、
過
去
20
年
以
上
に
わ
た
り
物
価
、

賃
金
、
生
産
性
が
ほ
ぼ
横
ば
い
と
い
う
停
滞
が
続
き
、
先

進
諸
国
に
比
し
て
相
対
的
に
競
争
力
は
低
下
し
て 

賃
金
、
生
産
性
が
ほ
ぼ
横
ば
い
と
い
う
停
滞
が
続
き
、
先
進
諸

国
に
比
し
て
相
対
的
に
競
争
力
は
低
下
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
世

界
的
な
イ
ン
フ
レ
な
ど
、
大
き
な
環
境
変
化
が
次
々
と
押
し
寄

せ
、
極
め
て
予
測
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

本
年
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
環
境
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
社
会
保
障
費
の
拡
大
、
財
政
赤
字
、

人
手
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
さ
ら
に
は
加
速
す
る
デ
ジ
タ

ル
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
の
構
造
的
課
題
に
わ
が

国
が
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
成
長
軌
道
に
戻
し
て
い
く
た
め
の

重
要
な
年
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
足
元
で
は
、
複
合
的

な
要
因
に
よ
る
物
価
上
昇
・円
安
の
影
響
で
中
小
企
業
は
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
、
企
業
が
成
長
の

原
動
力
で
あ
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
現
実
を
直
視

し
、
果
敢
に
自
己
変
革
に
挑
ま
な
け
れ
ば
、
こ
の
時
代
を
生
き

抜
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
渋
沢
栄
一
翁
の
「
逆
境
の

時
こ
そ
、
力
を
尽
く
す
」
と
い
う
信
念
に
学
び
、
企
業
経
営
者

が
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

私
は
、
経
営
者
の
責
務
は
、
経
済
価
値
、
社
会
価
値
、
環
境

価
値
の
三
つ
を
同
時
に
追
求
す
る
こ
と
、
即
ち
社
会
に
責
任
を

持
ち
、
貢
献
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
は
、

変
化
に
対
す
る
柔
軟
な
対
応
力
を
有
し
て
お
り
、
経
営
者
と

現
場
の
距
離
も
近
く
、
経
営
者
の
理
念
を
共
有
し
や
す
い
土

壌
が
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業
こ
そ
が
自
己
変
革
と
地
域
貢
献
・

社
会
貢
献
の
主
役
で
あ
り
、
日
商
の
会
頭
と
し
て
、
私
が
先
頭

に
立
っ
て
自
己
変
革
に
挑
戦
す
る
中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
と
付
加
価
値
向
上
を
通
じ
た
成
長
を
支
援
、
大
企
業
と

中
小
企
業
が
共
存
共
栄
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と 

 

－２－ 

「
日
本
再
生
・
変
革
に
挑
む 

～
志
を
高
く
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
～
」 



歩
み
を
進
め
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
、
地
域
の
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
国
や
自
治
体
、
商
工
会
議
所
の
様
々
な
支
援
策

が
行
き
渡
る
よ
う
分
か
り
や
す
い
周
知
に
努
め
、
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
献
身
的
な
支
援
を
行
っ
た
結
果
、
道
内

の
半
数
を
超
え
る
商
工
会
議
所
で
会
員
数
が
増
加
す
る

な
ど
、
私
ど
も
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。 

全
道
の
商
工
会
議
所
で
は
昨
年
11
月
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
・議
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
た
な
体
制
が
始
動

し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
道
商
連
で
は
12
月
に
役
員
の
一

部
改
選
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、
今
後
３
年
間
の
事
業

活
動
方
針
を
策
定
し
、
新
た
な
第
33
期
目
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第

33

期
の
事
業
活
動
方
針
は
、
「Ch

allen
g
e 

fo
r  

th
e 

fu
tu

re 

～
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
挑
戦
～
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
「経
済
再
生
へ
の
挑

戦
」
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
自
助
努
力
で
は
対
応
が

困
難
な
「
経
営
環
境
変
化
・
自
己
変
革
へ
の
挑
戦
」
、
北
海

道
の
未
来
を
見
据
え
た
「
持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ
の
挑

戦
」
と
い
う
３
つ
の
挑
戦
に
「
道
内
商
工
会
議
所
の
運
営
・

組
織
基
盤
強
化
」
を
加
え
た
４
つ
の
柱
で
構
成
し
て
お
り

ま
す
。 

第
１
の
柱
「
経
済
再
生
へ
の
挑
戦
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
で
傷
ん

だ
北
海
道
経
済
の
再
生
、
特
に
落
ち
込
み
が
大
き
い
食
と

観
光
の
再
生
に
力
を
入
れ
、
食
の
分
野
で
は
、
販
路
拡

大
・
販
売
力
強
化
・
付
加
価
値
の
向
上
に
加
え
、
地
場
素

材
を
活
用
し
た
新
商
品
・
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
支
援
等
に

取
り
組
み
、
観
光
の
分
野
で
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ

ベ
ル 

 

北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会 

会 

頭 

岩

田

圭

剛 

年

頭

所

感 
 

 

－３－ 

 

産
性
向
上
へ
の
支
援
強
化
が
必
要
で
す
。
生
産
拠
点
の
国

内
回
帰
を
含
め
、
多
様
化
す
る
供
給
網
の
整
備
も
急
務

で
あ
り
、
企
業
の
予
見
性
を
高
め
、
自
由
な
経
済
活
動

を
阻
害
し
な
い
経
済
安
全
保
障
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

（
志
を
高
く
、
新
時
代
を
切
り
拓
く
商
工
会
議
所
に
） 

商
工
会
議
所
と
し
て
は
、
地
域
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
こ
う
し
た
課
題
や
変

化
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
察
知
し
、
商
工
会
議
所
自
ら
も
変

化
に
対
応
で
き
る
強
い
足
腰
を
鍛
え
、
「
中
小
企
業
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
・
成
長
支
援
」
「
大
企
業
と
中
小
企
業

の
共
栄
共
存
の
実
現
」
「
人
と
企
業
が
輝
く
地
域
の
創

造
」
の
３
本
柱
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

昨
年
、
日
本
商
工
会
議
所
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
、
本
年
が
、
「
日
本
再

生
・
変
革
に
挑
む
」
た
め
の
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
す
年

と
な
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
行
し
て
い
く
組

織
、
志
を
高
く
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
組
織

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

以
上 

令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
道
商
連
の
事
業
活
動

に
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大
会
や
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
カ
タ
ー
ル
大
会
で
の

日
本
代
表
の
活
躍
な
ど
明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍

の
長
期
化
に
加
え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
る

資
源
・
資
材
・
飼
料
・
肥
料
等
の
価
格
高
騰
、
円
安
も
相
俟
っ
た

物
価
高
な
ど
、
我
が
国
経
済
の
回
復
は
緩
慢
な
も
の
と
な
り
、

経
済
・
食
料
等
の
安
全
保
障
上
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た

一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
３
年
ぶ
り
に
行
動
制
限
の
無
い
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
夏
休
み
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
イ
ベ
ン

ト
人
数
制
限
緩
和
、
水
際
対
策
緩
和
、
全
国
旅
行
支
援
の
実
施

等
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
観
光
地
へ
の
人
出
が
戻
り
つ
つ
あ
る

な
ど
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
に
向
け
、
そ
し
て
物
価
高
騰

と
い
う
痛
み
を
伴
い
な
が
ら
も
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
、
着
実
に

歩
み
を
進
め
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 



大
・
販
売
力
強
化
・
付
加
価
値
の
向
上
に
加
え
、
地
場
素

材
を
活
用
し
た
新
商
品
・
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
支
援
等
に

取
り
組
み
、
観
光
の
分
野
で
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ

ベ
ル
や
世
界
遺
産
等
を
活
用
し
た
新
た
な
魅
力
創
造
・

発
信
、
地
域
連
携
に
よ
る
「
稼
ぐ
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

推
進
、
旅
の
満
足
度
を
高
め
る
ガ
イ
ド
の
育
成
支
援
、
道

商
連
が
制
作
し
た
全
道
１
７
９
市
町
村
を
網
羅
す
る
観

光
動
画
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
キ
タ
ッ
ポ
」
を
活
用
し
た
誘

客
促
進
等
、
地
域
の
外
か
ら
稼
ぐ
力
を
強
化
し
て
参
り

ま
す
。
価
格
高
騰
対
策
で
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が

様
々
な
支
援
策
を
活
用
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
更
な
る
普
及
の
も
と
、

取
引
の
適
正
化
や
円
滑
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

第
２
の
柱
「
経
営
環
境
変
化
・
自
己
変
革
へ
の
挑
戦
」
で

は
、
商
工
会
議
所
の
基
本
で
あ
る
「
伴
走
型
支
援
」
の
他
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ

ン
・
電
子
申
請
等
の
潮
流
に
適
応
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
実
装

化
支
援
、
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推

進
、
企
業
へ
の
輸
出
支
援
に
よ
る
海
外
か
ら
稼
ぐ
力
の
強

化
に
努
め
、
加
え
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
働
き
方
改
革
、
生
産
性

向
上
等
、
時
代
に
求
め
ら
れ
る
対
応
へ
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

第
３
の
柱
「
持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ
の
挑
戦
」
で
は
、

構
造
的
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
、
人
材
確
保
対
策

に
力
を
入
れ
る
他
、
北
海
道
の
成
長
を
牽
引
す
る
分
野

と
し
て
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
事
業
化
促
進
支
援
、
地
理
的
に
優
位
性
を
持
つ
宇

宙
産
業
の
集
積
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、
食
・
観
光
に
続

く 

に
力
を
入
れ
る
他
、
北
海
道
の
成
長
を
牽
引
す
る
分
野
と
し

て
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事

業
化
促
進
支
援
、
地
理
的
に
優
位
性
を
持
つ
宇
宙
産
業
の
集

積
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、
食
・
観
光
に
続
く
成
長
産
業
の

創
出
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

併
せ
て
、
北
海
道
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
我
が
国
に
貢

献
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
国
に
求
め
て

参
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
３
本
の
柱
を
支
え
る
第
４
の
柱
「
道
内
商

工
会
議
所
の
運
営
・
組
織
基
盤
強
化
」
で
は
、
会
員
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
や
商
工
会
議
所
の
ス
マ
ー
ト
化
、
緊
急
時
の
広
域
的

な
補
完
関
係
の
構
築
等
、
各
地
商
工
会
議
所
向
け
支
援
体

制
の
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

以
上
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
所
感
の
一
端
を
申
し
述

べ
ま
し
た
。 

地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
で
あ
る
私
ど
も
商
工
会
議

所
が
先
頭
に
立
ち
、
企
業
を
守
り
育
て
、
雇
用
を
支
え
、
地

域
創
生
の
実
現
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
年

も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
素
晴
ら
し
い
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

－４－ 

なお、会費の納入は自動口座引き落としが便利ですので、是非

ご利用ください。自動口座引き落としのお手続きは、会議所総務

課までご連絡ください。（TEL 2-2432） 

 
 

会費納入のお願い 
令和４年度 第４期分 

納入期限 

２月３日（金） 

１月は、当商工会議所の会費納入月となっております。会費の納入はお手数ですが、お振込

または事務所までご持参下さいますようお願い申し上げます。 
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い
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し
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事務所による換金期限は 

飲食プレミアム商品券の取扱事業者の皆様の

商品券換金期限は、上記期日となっております

ので、期限内にご換金下さいます様お願い致し

ます。 

～新入会員紹介～ 
（敬称略） 

＊ ㈲大島ホンダ 
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◆森商工会議所・中小企業相談所では確定申告期間中、税務相談をお受け致します。 

 決算や申告に関することについて、お気軽にご相談下さい。申告期間中は、大変 

混み合いますので、お電話等で事前に日時のご予約 をお願い致します。 

令和４年分の税務相談は 

◎令和４年分の帳簿、領収書等 ◎生命保険料、地震保険料の控除証明書 

◎国民健康保険料の支払額がわかるものと国民年金の証明書 

◎医療費等控除を受けたいものの書類  

◎営業のほか、年金、給与、不動産等の収入のある方は、その源泉徴収票、支払明細書等  

◎印鑑 ◎申告書提出時にはマイナンバーカード又は通知カード・本人確認書類の写しが必要。 

  ※労働者を一人でも雇用していれば労働保険に加入する必要があります※ 
                                （農林水産の一部の事業を除く） 

   労働保険は「労災保険」と「雇用保険」の総称で、働く人が労働災害（業務・通勤）や失業等の 

不測の事故に遭われたとき、必要な保険給付が受けられる労働福祉制度です。 

●委託できる事務の範囲 

 労働保険事務組合が処理できる労働保険事務の範囲は、おおむね 

次のとおりです。 

①概算保険料、確定保険料などの申告および納付に関する事務 

②保険関係成立届、雇用保険の事業所設置届の提出等に関する事務 

③労災保険の特別加入の申請等に関する事務 

④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務 

⑤その他労働保険についての申請、届出、報告に関する事務 

※当会議所の会員事業所

が対象です。 

詳しくは、相談課まで

ご連絡下さい。 
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